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The Effect of Seat Arrangement on Motivation to Class.
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【方法】Ｍ短期大学の 1 年次後期「保育の心理学」を受講する学生 3 クラス 107 名（Ａクラス 35 名、Ｂ
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　自己決定感について、「授業の座席配置について、自由席制の導入による自己選択の機会があること」
と仮定した。Ａ・Ｂクラスは、全 15 回の授業において学籍番号順の指定席とし自己選択の機会がない『自
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図 2　授業へのやる気の変化
　やる気の前後変化（前半：全クラス指定席の 1 ～ 5 回、後半：C クラスのみ自由席とした 6 ～ 15 回
の比較）について、分散分析を行ったところ、クラス間に有意な差が見られた（F=4.06,p<.05）。また、
クラスと前後変化の間に交互作用の有意傾向が見られた（F=2.97,p<.10）。図 3 に示すように、C クラス
において、自由席となった後半の方が有意にやる気が高くなっている（F=6.93,p<.05）。下位検定の結果、
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　加えて、理解度の前後変化について分散分析を行った。全 15 回を通して、クラス間に有意な差は
見られなかったが、前後変化については、C クラスにおいて、後半の方が有意に理解度も高くなっ
ている（F=15.77,p<.01）（表 3、図 4、図 5）。また、クラスと前後変化の間に交互作用が見られた











ラスの平均値は A クラスが 4.5、B クラスが 3.9、C クラスが 4.6 であった。分散分析を行ったところ、
クラスの主効果に有意な差が見られた（F=5.92,p<.01）。下位検定の結果、A クラスと B クラス間、B ク
ラスと C クラス間に有意な差が見られた（LSD=0.77,p<.05）。つまり、他者受容感なし条件であったは













　しかし、3 要素の内のいずれか 1 つだけが満たされれば、内発的動機付けが向上するというものでは
なさそうである。
　今回、3 要素の内、A クラスでは有能感と他者受容感が、B クラスでは有能感のみが、C クラスでは有
能感と自己決定感が充足されるような条件設定になっていたが、授業へのやる気に関して向上が見られ
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